
はじめてのエンタープライズサーチ 【Level100】

検討のために知っておきたいこと

2025年​9月​4日​(​木)​ 1​3​:00

ブレインズテクノロジー株式会社



本セミナーの位置付け

エンタープライズサーチの検討をお考えの方に向けた

3ステップのシリーズセミナーです

はじめての

エンタープライズサーチ

~検討のために
知っておきたいこと~

Level 100
Level 200

Level 300

はじめての

エンタープライズサーチ

~製品選定のために
知っておきたいこと~

はじめての

エンタープライズサーチ

~評価導入のために
知っておきたいこと~



【想定している参加者】

初めてエンタープライズサーチの利用について検討する方

ITに詳しくないが、検索エンジンに興味がある方
上司や周囲の方と課題感を共有したい方

社内情報検索の課題を検討するために必要な基礎知識を習得する。

（弊社製品の内容については扱いません）

本セミナーの目的



エンタープライズサーチの導入効果について社内で

議論できるようになる

本セミナーのゴール



お客様の課題とエ
ンタープライズ
サーチの関係

お客様の課題とエ
ンタープライズ
サーチの関係

お客様の課題とエ
ンタープライズ
サーチの関係

めくる

エンタープライズ
サーチ導入のケー
ススタディ

エンタープライズ
サーチ導入のケー
ススタディ

エンタープライズ
サーチ導入のケー
ススタディ

めくる

課題整理と導入効
果の試算の例
課題整理と導入効
果の試算の例

めくる

セッション終了後にmiroボード上でご質問をお受けします

1 2 3

本日の内容

https://miro.com/app/board/uXjVIDZhk4Q=/?moveToWidget=3458764625359719099&cot=14


お客様の課題と

エンタープライズサーチの関係



 www.meti.go.jp

Title

 disclosure.dx-portal.ipa.go.jp

DX認定制度 認定事業者
検索 - DX推進ポータル

 www8.cao.go.jp

令和5年版高齢社会白書
（全体版）
内閣府の令和5年版高齢社会白書（全体
版）を掲載しています。

現場がDXを望んでも、既存システムに固執し、ITを活用した業務自体の見直しに協力してくれず、抵
抗勢力でしかないIT部門をいかに説得して実行するかが課題となっている。
経営層は対費用効果の数字にコメントするだけでなく、ビジョンとリーダーシップを示して欲しい。

例文

中小企業の企業数・事業所数

中小企業の企業数については、2021年6月時点で​
336万者と​なりました。​

 www.chusho.meti.go.jp

Title

中​小企業庁では、​令和5年6月27日に​総務省と​経済産業省が​公表した、​
「令和3年経済センサス-活動調査」の​データを​分析し、​中小企業・​
小規模事業者数の​集計作業を​とりまとめました。​

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_servic
e/covid-​19_dgc/pdf/002_05_00.pdf

50年後
2020年に​2人でしている​仕事を​
2070年には​1人で​できるように​する？​

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/covid-19_dgc/pdf/002_05_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/covid-19_dgc/pdf/002_05_00.pdf




 www.mckinsey.com

The social economy:

Unlocking value and

productivity through

social technologies

The most powerful applications of social

technologies in the global economy are

largely untapped. By using social

technologies, companies can raise the

productivity of knowledge workers by 20 to

25 percent.



「インタラクションワーカー」とは、他者との「出会い」や「接触」（＝インタラクション）を通じて価値

を生み出す働き方や職種に従事する人を指します。この言葉は、ナレッジワーカー（知識労働者）などと

並び、現代のオフィスや組織において「人と人との相互作用」が重要な役割を果たすことを強調する文脈

で使われます。  MITのトーマス・アレン教授は「ナレッジワーカーこそが出会わなければならない」と述
べており、知識や情報、アイデアの交換・共有・コラボレーションを通じて新たな価値を生み出す人々が

「インタラクションワーカー」と呼ばれます。単なる個人作業ではなく、他者とのコミュニケーションや

協働を通じて成果を出す人が「インタラクションワーカー」といえます。

アレン教授の「30メートル理論」：
トーマス・アレン教授（MIT）が提唱した「30メートル理論」は、組織内でのコミュニケーション頻度が
物理的な距離に大きく依存するという法則です。

コミュニケーションの頻度と距離の関係：人と人の距離が近いほどコミュニケーションの頻度が高くなり

、30メートルを超えるとその頻度が急激に減少するというものです。この理論は、研究所やオフィスの空
間設計において、偶発的な出会いや交流の機会を最大化するための重要な原則となりました。また、アレ

ン教授のデータからは、日常的なコミュニケーションが多い組織ほど高い成果を上げていることも示され

ており、空間設計と知的生産性の関係性が実証されました。

Thomas J. Allen, “Managing the Flow of Technology: Technology Transfer and the Dissemination of 
Technological Information within the R&D Organization”（MIT Press, 1977）

https://miro.com/app/board/uXjVIDZhk4Q=/?moveToWidget=3458764625379145732&cot=14


エンタープライズサーチのケーススタディ

〜導入の進め方/導入効果〜





























課題整理の例

導入効果の試算の例



効果の尺度

エンタープライズサーチの効果の場合

ナレッジマネジメントの効果とは？

事業全体への貢献

市場評価

カイゼン

生産性向上

https://www.amazon.co.jp/%E7%9F%A5%E8%AD%98%E7%B5%8C%E5%96%B6%E3%81%AE%E3%81%99%E3%81%99%E3%82%81%E2%80%95%E3%83%8A%E3%83%AC%E3%83%83%E3%82%B8%E3%83%9E%E3%83%8D%E3%82%B8%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%9D%E3%81%AE%E6%99%82%E4%BB%A3-%E3%81%A1%E3%81%8F%E3%81%BE%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E9%87%8E%E4%B8%AD-%E9%83%81%E6%AC%A1%E9%83%8E/dp/4480058257


野中郁次郎先生の書籍を参考に作成

どう進めるか？

実態を把握し、問題を特定して明らかにする。トップや

部門長と課題を認識する。

当社にとって必要なナレッジマネジメントの定義と範囲

を決める。

事例研究をする。

IT環境の整備と組織的仕組みをデザインする。必要なら
、担当役員の設置や現場の推進役の設置を検討する。

課題のある現場を対象に評価導入を行う。

組織的に継続してサポートする。

1.

2.

3.
4.

5.
6.

知識経営のすすめ: ナレッジマネジメントとその時代 
(ちくま新書 225)

ナレッジマネジメントの進め方

https://www.amazon.co.jp/%E7%9F%A5%E8%AD%98%E7%B5%8C%E5%96%B6%E3%81%AE%E3%81%99%E3%81%99%E3%82%81%E2%80%95%E3%83%8A%E3%83%AC%E3%83%83%E3%82%B8%E3%83%9E%E3%83%8D%E3%82%B8%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%9D%E3%81%AE%E6%99%82%E4%BB%A3-%E3%81%A1%E3%81%8F%E3%81%BE%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E9%87%8E%E4%B8%AD-%E9%83%81%E6%AC%A1%E9%83%8E/dp/4480058257


お客様事例より抜粋

デンソー様

アイシン様

取り組みの背景としては、全社的な働き方改革を推進するにあたり、

従業員へ「オフィスでの困りごと」についてアンケートを実施したこ

とでした。

生産技術部門では、スタッフ業務の生産性向上（業務効率30％アップ
）実現のため、まずスタッフの働き方調査を行いました。

その結果、スタッフは資料作成に約28％もの時間を費やしており、更
に掘り下げてみると「探す・調べる」ことに多くの時間をとられてい

る事がわかったのです。

トップや部門長と課題を認識する

https://www.brains-tech.co.jp/case/case26-denso-injection/
https://www.brains-tech.co.jp/case/case15-aisin/


利用者の属性​ 4

満足度​の調査

検索の直接効果​

定性効果​

定量効果​
1日当たりの​検索回数​ 質問例：1日の中で検索をする回数はどのくらいですか？​​​

選択肢：1.検索しない, 2.1回〜3回, 3.4回, 4. 5回, 5. 6回以上​

1回当たりの平均検索時間​ 質問例：1回の検索にかける時間はどのくらいですか？
選択肢：1.0~1分, 2.5分未満, 3.5分~6分, 4. 6分~10分, 5. 10分以上​​

検索して​​探しているファイルが見つかるか？(検索精度)
スコアで計測

質問例：現環境の検索精度はいかがでしょうか？

選択肢：1.探したいものに辿り着かない 〜 5.​​​十分に感

検索​1回当たりの​検索速度
スコアで計測​

質問例：現環境の検索速度はいかがでしょうか？

選択肢：1.非常に遅い 〜 5.非常に速い

職場の改善点

質問例：現在の業務フローやプロセスで改善したい点はありますか？具体的に教えてください。

自由記述

質問例：部内や他部署とのコミュニケーションで困っていることはありますか？

選択肢：1)異なる年代の人に質問しづらい,2)情報共有が不足している,3)ITツールが使いづらい,4)自由記述

質問例：日常的に使用しているITツールやシステムに不満や改善してほしい点はありますか？
自由記述

質問例：書類やデータの管理方法に関して、改善したい点や困っていることはありますか?
自由記述

質問例：勤務時間や休憩時間の取り方、リモートワーク制度などに関して困っていることはありますか？

自由記述

質問例：必要な情報へのアクセスがスムーズでないと感じることがありますか？具体的な例があれば教えてください。

自由記述

質問例：資料を探す時、どうしますか？

選択肢：1)自分で探す, ​2)人に聞く, 3)検索しないで自分で資料を新規に作る

アンケート

例

情報活用改善_事前アンケート_サンプル.xlsx
Onedrive

アンケートのサンプル



 www.brains-tec…

導入効果シミュレータ |

Neuron エンタープライ
ズサーチ
Neuron ESの導入効果を概算で計算するた
めのシミュレータです。なお結果について
その効果を保証するものではございませ
んので、あらかじめご了承ください。





課題の検討例

エンタープライズサーチ​
要件整理​

一人当たり1日x回検索する​​​

現在は検索1回当たりx分かかっている

業務要件​

利用人数​：xxx名

規模​​

時期・時間​

年間を通して常時​利用する​​

場所​

本社でPCで使う​

本社​

工場​

支店​​

工場でPCで使う​

検索対象の文書​

投資効果を説明できる

文書の内容を素早く確認

全て読まなくても要約でわかる

アンケート調査

生成AIの利用

複数文書に対して質問して要点を得る

解決したい課題

機会損失の解消

情報格差の解消

情報停滞の解消

時間がかかる

自分では辿り着けない

知っている人、知らない人

情報の個人持ち

下​書きを​作る​



ルールや整理は必要

探しやすくなる？

参考資料：Box Supportに掲載されている資料 “Box内のコンテンツに素早く辿り着く方法.pdf”

鹿島石油様

高千穂交易様

三建産業様

お客様事例より抜粋

装置設備や操業システムトラブルでは、常に迅速な対応が求め

られるため、過去トラや関連した仕様書などをスピーディに発

見できるかどうかが業務および操業影響にも直結します。

このような課題を解決するために、当初はファイルの命名規則

をルール化しようという取り組みも検討しましたが、既に膨大

に散らばっているファイル群を棚卸し、整理することは従業員

の負担も増えるため、いかにデータを活用できるかに切り替え

て解決策を探るようになりました。

当初はファイルの整理整頓に着目しましたが、フォルダをゼロ

から再構成して移動させるのは、手間やコストを考えると非現

実的です。

また、ルールを策定しても、組織変更で崩れたり守られなかっ

たりする問題もあります。例えば、当社では「個人フォルダを

作らない」ルールを設けましたが、部門フォルダ内に個人の領

域を作るケースが相次ぎ、結局形骸化してしまいました。

当初はファイルサーバの中身の整理を考えていましたが、ファ

イルの要不要の判断や適切な命名などは、現場の担当者ですら

判断が難しく時間もかかることから、ファイルサーバの整理で

はなく、いかにデータを活用できるかに着目して解決策を探る

ようになりました。

「整理整頓すれば良い」との意見が出たら

フォルダやファイルの命名規則を決める？

例：001_PJT_社内_25年度_T自動車_提案書
頭番号? 何かの

文字列

公開範囲 親フォルダ名 フォルダ名 ファイルの種類

承認ワークフロー？

命名規則が必要なフォルダ

命名タスク

ファイル名

編集
承認

命名規則を守った

ファイル

https://support.box.com/hc/ja/articles/18213377784083-%E6%8E%A2%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%84%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%81%8C%E8%A6%8B%E3%81%A4%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%AA%E3%81%84-Box%E5%86%85%E3%81%A7%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%92%E5%8A%B9%E7%8E%87%E3%82%88%E3%81%8F%E8%A6%8B%E3%81%A4%E3%81%91%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95
https://www.brains-tech.co.jp/case/case35-kashima-oil/
https://www.brains-tech.co.jp/case/case41-takachiho-kk/
https://www.brains-tech.co.jp/case/case33-sanken/


ナレッジマネジメント 知識の共有・移転、活用のプロセスから生み出される価値を最大限に発揮させるための環境の整理とリーダーシップ

レベル2 レベル3レベル1

ナレッジマネジメントの責任者や現

場の推進者を設置する。

日常の業務フローに情報の蓄積・共

有が組み込まれている。

定期的に情報が更新され、最新情報

になっている。

必要な情報が検索可能な状態になっ

ている。

暗黙知も表出化し、共有している。

定期的な利用事例共有、勉強会が開

催されている。

情報の集約場所：共有フォルダ

フォルダの整理：ルールあり

フォルダのアクセス権：設定あり

ファイル命名規則：一部あり

文書として残す。

文書の種類：不具合報告書、原因分

析報告書、再発防止策報告、外部資

料、メール

ファイルの種類：Office系、PDF、
DocuWorks, AutoCAD, etc.

情報の蓄積

情報の共有

ナレッジとして活用

技術開発本部

開発1部

1-1

1-2

Neuron報告書.xlsx
Neuron報告書_r1.xlsx
Neuron報告書_bkup.xlsx
Neuron報告書_コピー.xlsx
Neuron報告書_20250601.xlsx

重複表示されてしまうファイル

名のパターンを把握しておく。

フォルダ構成と各フォルダの用

途は周知しておく。

開発2部

大切なのは、プロセスの改善、環境の整理、リーダーシップ

次のレベルへ

見直し

次のレベルへ

見直し

AIの活用

エンタープライズサーチ

が必要になる

どう変わるのか？ 何を提供するか？ 経営に​どう​影響するか？​



お客様の課題とエ
ンタープライズ
サーチの関係

お客様の課題とエ
ンタープライズ
サーチの関係

お客様の課題とエ
ンタープライズ
サーチの関係

めくる

エンタープライズ
サーチ導入のケー
ススタディ

エンタープライズ
サーチ導入のケー
ススタディ

エンタープライズ
サーチ導入のケー
ススタディ

めくる

課題整理と導入効
果の試算の例
課題整理と導入効
果の試算の例

めくる

1 2 3

本日のまとめ



情報検索の課題と導入効果について話し合いましょう。

不明な点はブレインズテクノロジーに確認してみましょう。

弊社営業にご連絡 Level 200のセミナー参加

弊社製品にご興味を持

っていただけましたら

次のステップ

 www.brains-tec…

【セミナー】初めてのエ
ンタープライズサーチ
Lv.200 | Neuron ES（公
式）
開催日程 2025年6月24日（火）13:00〜
13:45 学べること 製品の基礎知識要件を
検討できるようにな [...]


